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健康維持増進住宅 研究ロードマップ （2010～2012） （案）

健康に関してマイナスの影響要因を
明らかにし、それらを排除して健康
で快適な環境を実現するための室
内環境の基準作成等を行う。

民間企業において、個々に研究は
行われていたが、科学的な知見を
ベースに統一的に評価された技術
は少ない。

健康に関してプラスの影響要因を明
らかにし、それらに対応する要素技
術の開発や新しいコンセプトに関す
る研究を行う。

物理的な性能や展開する生活像が
個別に検証されることが多いが、健
康な暮らしを横断的に捉えていく視
点が不足している。

生活設計という視点から、横断的か
つ総合的な健康維持増進住宅の設
計手法の開発を行う。

少子・高齢化、人口・世帯の減少、
社会保障関連費の増大、環境負荷
の増大は、中山間地域において先
鋭的に進行している。

健康維持増進住宅の普及による健
康コミュニティの諸効果の中長期評
価手法を開発し、健康コミュニティの
モデルを提案する。

コンソーシアムの設立・運営を行う。

健康維持増進住宅の普及に係るシ
ンポジウムの開催等成果の普及や
広報のための活動を企画・実施する。

各部会の活動を支援するための調
査等を企画・実施する。
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居住環境要因と健康障害の
関連性の調査

住宅における健康増進の
意識調査

健康増進に係るキーワードと
健康に及ぼす影響の検討

海外調査・専門家レクチャー

居住環境や生活行動
と身体に与えるストレス
等の影響の統計的分析

アンケート内容に基づく
健康増進のための効果
の分析

基本・推奨・選択に分類した健
康構成要素リストとの関連要
因の抽出と検討

健康ガイドブックのための
課題の抽出

健康維持増進住宅構成
要素リストの充実

健康ガイドブックの
検討

都市圏・中山間・過疎地域別の
コミュニティが健康に及ぼす影響
等の調査

住宅・地域環境の健康
形成要因構造モデルの
検討・まとめ

CASBEE健康チェックリストの開発

アンケートによるコミュ
ニティが健康に及ぼす
影響などの調査分析

シンポジウムの開催など、健康維持増進住宅の研究成果の
普及活動の企画・推進

健康維持増進住宅コンソーシアムの運営

住まいの満足度とストレス減少等
の健康影響の検討

健康維持増進住宅要素リストに
基づく設計マニュアルへの情報
提供

構成要素リストに基づく設
計・施工者向け設計マニュ
アルの作成

新たな健康形成要
因構造ﾓﾃﾞﾙの提案

健康配慮型まちづくり
ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定

出版
■設計マニュアル
■専門書
（研究成果のとりまとめ）
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健康な地域環境の形成・維持に
関わる対策・要素の抽出
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建築環境工学分野には，室内環境
と健康影響に関する学術的な知見
の蓄積がある。

室内空気質・湿気問題・ヒート
ショック問題と健康影響の検討

健康影響低減のための
構成要素表の作成

高湿度環境・ヒート
ショック問題の
健康影響の分析

睡眠・疲労に及ぼす
影響要因の検討

健康影響低減のための
構成要素表の充実

健康影響低減のための構成要
素のまとめ

健康影響低減のための室内
環境のガイドライン・案の提示

健康維持増進住宅要素リストに
基づく設計マニュアルへの情報
提供
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＊ 注 CASBEE研究開発委員会と共同で開発




